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正三角形シリーズ１５ 

 

次の問いに答えなさい。 

（１）図１の三角形ＡＢＣにおいて，角Ａの大きさは１２０度，辺ＡＢの長さは５㎝で辺ＡＣの長さは３㎝

です。このとき，辺ＢＣの長さを求めなさい。 

 

   図１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）図２のように，点Ｏ，Ｐ，Ｑを中心とする３つの円Ｏ，Ｐ，Ｑが接しています。角ＰＯＱの大きさは

６０度，点Ｏは円Ｐの円周上にあり，円Ｑの半径は２㎝です。このとき，円Ｏと円Ｐの半径は何㎝です

か。 

 

   図２ 
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正三角形シリーズ１５ （１）７㎝ （２）円Ｏ…１０㎝，円Ｐ…５㎝ 

 

（１）角ＢとＣの大きさの和が１８０－１２０＝６０（度）であることか

ら，三角形ＡＢＣを３個あわせて，図①のように辺ＢＣを１辺とする

正三角形を作ります。中央のあいた部分にできる１辺が２㎝の正三角

形の面積を，２×２＝４とすると，三角形ＡＢＣの面積は 

３×５＝１５となるので，正三角形全体の面積は， 

４＋１５×３＝４９です。４９＝７×７なので，辺ＢＣを１辺とする 

正三角形の辺の長さは７㎝です。 

 

（２）図②のように直線ＯＱと円Ｐの円周が交わる点をＲとすると，三角形ＯＰＲは正三角形になります。

よって，円Ｐの半径の長さを□㎝とすると，図②の長さが成り立ちます。ここで，三角形ＰＱＲに注目

をすると，３辺の長さは図②のように差が２㎝ずつになるので，（１）の三角形ＡＢＣになります。 

 

   図②               図③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 □＝５（㎝）なので，円Ｐの半径は５㎝，円Ｏの半径は５×２＝１０（㎝）です。 
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